
あらゆる社内データ・システムと連携し、AIエージェントの
『自律的な業務遂行』を支える中核基盤

Google Cloud 導入・活用支援ソリューション

日立ソリューションズは、Google Cloud のプレミア パートナーです
お客さまのビジネスに適切なAIソリューションの導入から活用まで、ワンストップでご支援します

AIを、個人の生産性から、企業の競争力へ

こんな業務のモヤモヤ、ありませんか？

情報検索の迷路
「あの資料、どこ？」
探すだけで一苦労。

作業の無限ループ
反復的作業に追われ、
本来の業務が進まない。

セキュリティの壁
情報漏洩が怖くて

社内データにAIを使えない。

その課題、

Gemini Enterprise にできること 導入がもたらす 3つのビジネス効果

大幅な「時短」でコア業務に集中！
情報収集や初版作成をAIが代行。
浮いた時間を、より付加価値の高い業務に活用。

チームの「アウトプット品質」を底上げ！
AIとの壁打ちでアイデアを加速。
属人化を防ぎ、チームの質を均一化。

「シャドーAI」を防ぎガバナンス強化！
安全な社内専用環境を提供。
コンプライアンスを守りながらDX推進。

リサーチ ⇒ レポート アイデア出し ⇒ 提案骨子

要約 ⇒ システム登録 翻訳 ⇒ 多言語展開

が解決します

営業プロセス高度化
AIエージェント

プロセス自動駆動
AIエージェント

ナレッジ戦略統合
AIエージェント

Google Cloud だけでなく Microsoft 365から各種SaaSまで
さまざまなシステムの専門エンジニアが在籍。システム横断の連携
をワンストップ支援！

Microsoft 365

SharePoint

ビジネスチャット

Salesforce

ServiceNow

社内データベース

ビジネスツール 各種SaaS・DB



本リーフレット掲載商品・サービスの詳細情報

www.hitachi-solutions.co.jp/googlecloud/

HITACHI

Gemini Enterprise   クイックスタート導入支援

Gemini Enterprise の導入なら 日立ソリューションズ にお任せください

豊富な導入実績と
確かな技術力

Google Cloud 導入の
構想フェーズから本稼働まで
ワンストップで支援します。

Salesforce や ServiceNow など、接続先SaaSの専門家が支援
当社は Google Cloud だけでなく、AIが接続する各種サードパーティ製品の

専門エンジニアも多数在籍しています。AIと既存業務システムを高度に連携
させたソリューションの構築が可能です。「AIを入れただけ」で終わらせず、
システム全体のエコシステムを丸ごとサポートします。

「AIを導入しただけ」にとどまらない。
構想から現場での定着まで、ワンストップで伴走します。

※ Google Cloud および関連するサービスは、Google LLC の商標です。※本リーフレット中の会社名、商品名は各社の商標、または登録商標です。
※本文中および図中では、TMマーク、®マークは表記しておりません。 ※製品の仕様は、改良のため、予告なく変更する場合があります。 
※本製品を輸出される場合には、外国為替及び外国貿易法ならびに米国の輸出管理関連法規などの規制をご確認のうえ、必要な手続きをお取りください。

なお、ご不明な場合は、当社担当営業にお問い合わせください。 ※本リーフレット中の情報は、作成時点のものです。

✓ 「最新のAIツールを導入したものの、現場で活用されていない」

✓ 「自社の機密データとどう安全に連携すればよいかわからない」

• 本番環境の構築
全社規模で安定稼働し、
常に最新データを参照できる
仕組みを実装。

• 現場向けハンズオン
従業員自らがAIを作成・
活用できるよう、実践的な
トレーニングを実施。

• 継続的な伴走サポート
新たな業務へのAI適用など、

    現場での活用が「自走」するまで
    手厚くフォロー。

STEP 03
本番展開
定着化支援

• セキュアな環境整備
社内データやSaaSと安全に
連携できるAI基盤を構築。

• プロトタイプ開発
優先度の高い業務に特化した
テスト用AIエージェントを作成。

• 効果検証とフィードバック
実際の業務で使い勝手や
精度を検証し、本番に向けた
改善点を抽出。

STEP 02
環境構築
PoC

• 課題のFit&Gap分析
現場の課題を洗い出し、
AIで自動化できる領域を特定。

• 費用対効果の算出
適切な活用シナリオを作成し
導入効果をシミュレーション。

• セキュリティ要件の整理
自社の機密データを安全に
扱うためのポリシーを策定。

STEP 01
アセスメント
要件定義

3 ステップで 定着を目指します
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